
21　主婦の家事労働についての実態調査（m  3 報）

一仙台市における家庭用器具機械の利用状態一
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１

くなりこれらの

社会的生産によって家事労働の変化が行われているが，

一方家具什器特に電気器具の生産購入が多くなり主婦の

家事労働の節減と生活の充実が行われている。これは家

庭器具機械の利用状態について先に東京都について調査

し報告したが，今回は仙台市について調査を行いこれら

して主婦の家事労

愈 の変化の方向を見ようとしたものである。

２　昭和33 年11 月仙台市内の四つの小学校に依頼し

てその家庭の主婦について調査した。回答数は434 であ

った。

３　調査した器具機械類を所有者の多い順にあげると

ミ-yン･ 魔法瓶・電気洗濯機・手編機・冷蔵庫・電気炊

:飯器・ジャ･-・電気ストーブ・ガスストーブ・電気冷蔵

｡庫・電気掃除機・タイムスイ ヴチ・電気ミシンの13 種

である。東京に比較すると仙台は1 ～5％ の差はあるが

大体同じ順序で，家庭に取り入れられる状件や段階につ

こいては中央屯地方も同様である。一般に所有率の少い点

から地方の後進匪が見られるかミシン・電気炊飯器は約

一A%多 い。それらの考察を通して家庭内の仕事は今後社

･会化が更に強化される傾向をもっものと家庭内で器具利

用による合理化に向5 ちのとに分けて見る こ とが 出来

る。更に個々の器具類と家事労働との関係や余暇利用の

状 態との関係をも追及してみた。


